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佐藤政美氏水彩画個展開催

　９月９日から16日までの間、村自治センター玄関ホール

で佐藤政美さんがこれまで描きためた風景画など20点を展

示しました。

　今回の個展は村自治センターで水彩画サークルを指導し

ている洋画家の中川久雄さんが「佐藤さんの作品は繊細で

透明感があり、安定感がある」と出来栄えがいいことから

お膳立てしたものです。

　佐藤さんは「個展は考えたこともなかったが、皆さんに

開いていただいた作品展なので、多くの人に見てほしい」

と話していました。

みのりの苑ソフトボール競技で初優勝
　９月７日、渡島管内鹿部町で開催された第52回北海道障

害者スポーツ大会ソフトボール競技で「みのりの苑」の利

用者13人と監督・コーチとして職員３人が出場し、見事、

念願の優勝を収めました。

　この競技は、「みのりの苑」を含め全道より３チームが

出場し、リーグ戦により試合が行われました。第１試合は

道南選抜チームと対戦し16－１で勝利。第２試合では、十

勝地区の更葉園との対戦し、26－３と大差をつけて勝利し

ました。

　利用者の皆さんからは「昨年は２位で悔しかったけど、

優勝することができて良かった」と喜びを語っていました。

村長杯パークゴルフ大会

　９月13日、ふれあい公園パークゴルフ場で村パークゴルフ

協会が主催する第９回村長杯パークゴルフ大会が開催され、

多くのパークゴルフの愛好者が参加し心地よい汗を流しました。

　開会式で村パークゴルフ協会の永森会長は「６月に新

コースがオープンしてからパークゴルフを始めた人もいて、

来場者が増えて喜ばしい。大きな大会なので思う存分楽し

んでほしい」とあいさつ。

　東出村長は「土曜日の開催ということで、参加できるこ

とを嬉しく思っている。まずは今日１日頑張って、来年も

また元気に参加してほしい」とエールを送りました。

１年生現場実習
　　～自分の将来を考える～

　９月９日から17日日までの６日間、新高１学年56名が、

村内や当別町、岩見沢市の事業所で現場実習を行いました。

　この現場実習は、実際に職場で働くことを通して、働く

ことの大切さや厳しさに気づき、自分の卒業後の進路に関

心を持つことを目的に行われています。

  ６日間の実習では、実習先の方々の暖かい支援を受けな

がら、自分の目標に向かって最後までやり遂げ、ひとまわ

り成長することができました。


